


此処
 
ここにおいで

ここに愛があるから

 
ここにおいで

彼はここにいるから

 
ここにおいで

夢を叶えたいと言っていたじゃないか

 
ここにおいで

その苦い過去を消し去りたいんだろう

 
さあ、今ここへ

 
すべて嘘だ

ここに何があるというのだ

あるのは腐臭に塗れた反吐の固まり

 
絶望　慟哭　怒声　罵詈雑言

 
嗚呼　すべての偽りよ

消えてしまえ

遠ざかれ

切り刻まれよ

燃え盛れ

 
お前たちが本当にここに来るのなら

私が消える

消えて　遠い遠い夜空の星となろう

お前達には見えぬだろうなぁ

もう戻らぬ　ここへは



yell
 
人生という旅路の中で

負け犬になっている君

そんな君にエールを送ろう

 
戦え　見えない敵と

抗え　自分の弱さに

争え　果てしなく続く苦しみと

奪え　誰にも負けない強い気持ちを

 
この息苦しい世界では

君の居場所は見つからないかもしれない

しかし君はここにいる

困り果てた顔に　必要以上の優しさを滲ませ

 
大丈夫だ

君の進む道が僕には確かに見える

さあ立ち上がって　一歩ずつ　歩いてご覧

どこまで行けるかなんてどうでもいいのさ



彷徨
 
あてどなく歩を進める夜の街

街の灯は僕の道をほの暗く照らし出す

とても静かだ

僕以外に人っ子一人いない

足許で音がした

 
グシャリ

 
靴の裏で粉々に崩れる落ち葉

僕はその脆さに身震いをする

 
俺はこんなに弱くない

そう心の中で強く叫ぶ

 
握りしめた拳は

地面に強く突き出したまま

指の骨を折らんばかりに

力を込める

 
これまで受けてきた数々の辱めを呪い

己の社会的価値はこんなものじゃないと

より一層力を込めるのだ

 
グシャリ

 
僕の手指も脚も背も胸も

いつかは脆く朽ち果てるのだろうか

 
それとも葉が落ちようと屹立する幹や枝のように

立ち続けるのだろうか



次
 
君に会いに来たのさ

近くて遠い君に

一年ぶりになるのか

変わりはないようだね

 
待ち合わせの場所で

僕を見付け　はにかんだ君

そして僕も君と同じだった

 
待ち焦がれた邂逅は

思いのほか時間がゆるりと流れ

僕は束の間の幸せに身を委ねた

 
君に奏でたかったあの曲

君に聴いてほしかったあの歌

君に届けたかったあの言葉

すべて次に置いておくよ

あるかないかさえ分からない次を夢見て



最期
 
郷里を離れたのはいつのことだったか

気が付けば　倍の歳月が流れた

街は変わり　人々は散り

生活の場所も移った

 
残ったのは年老いた両親と古ぼけた田舎屋敷

そして今　この田舎の原風景をなぜか愛でる自分

幼き頃には　ここが自分の終の住処になることを怯えていた

今となっては滑稽な有様

 
この大自然に囲まれた地で

私は残りの人生をどう生きていくのだろう

 
多くのものを得　多くのものを失い

最後に残ったのが　ここでの生活

さあ　人生の最終章が始まる



受容
 
歩く道がないとき

歩かず立ち止まればよい

 
立つ場所がないとき

そこに座ればよい

 
発したい言葉がないとき

黙して微笑んでいればよい

 
信じられる友人がいないとき

まずは自分を信じればよい

 
世の中の不条理を　自らの悲運を　呪うのは簡単だ

しかし

世の中とはそもそも生き物の集合体

バランスよく　自分の都合に合わせて　できている訳がない

歪みがあるもの　それもまた世の中というものなのだ

 
不適合　閉塞　焦燥　虚無　孤独　自己矛盾

 
受け入れよ　そのすべてを

それが君であり　それが君達がつくる世の中なのだ

諦める訳ではない　あるがままを受け入れるのだ



不要物
 
僕は役者だ

自分が存在しない社会を演出してみる

そして　ただの演出のつもりが

何も変わらない日常があることに気付く

 
この世界のお荷物

そんな風に感じる

そう　ならばいっそ「不要物」と呼んでもらおう

そのほうが気楽というものだ

 
疲れもあるのだろう

偽りの毎日を送るために

偽りの自分を演じ

日々与えられた時間と心の空白を埋め合わせる

 
嗚呼　世の中の森羅万象が煌めいていた頃が懐かしい

あの頃　僕は若かった　そして馬鹿だった

 
生きているフリをして生き続ける自分に

限界を感じ始めたこの頃

 
目を瞑り

耳を塞ぎ

一切の感情や思考を遮断して

僕は一個の物体となる

 
それが今の僕のすべて



さらば
 
君はどこへ行こうとしているの？

え？　言われなくたって分かるさ

長い付き合いじゃないか

君が言うように　

君がいなくなったとしても　何も変わらないかもしれない

でも君は本当にそれでいいのかい

 
僕の目には壊れゆく君の姿が見えるんだ

もがき苦しむ君の姿が　そしてそんな君に目を背ける僕らの姿が

そんな僕のことを　現状を打破できない臆病者と嘲笑うがよい

 
今　君の頭には真っ白な画用紙が広がっているのだろう

それは僕達の心にぽっかりと開いた穴が折り重なってできていることを

知っているのかい　君は　知っているのかい

 
強さとはときに冷淡なものだと　いつか君は僕に語ったね

本当にそうなのかな

強さとは　自分を　そして自分を信じる人達を

守り抜く勇気のことを言うのではないのかい

 
さあ行くがよい

それが強さであると君が信じられるうちに

僕らの傷はいつか埋めてみせる　自分達の力で



別れの律動
 
遥かなる大地

駆け抜ける疾風

それに引っ張られ　雲が疾走する

 
君の視線を追う度

僕は君と一緒にいながら

別々のものを見ているような気がする

 
思えば僕達は赤の他人だった

それはそうだ　お互い血も繋がっていない存在

子宝にも恵まれぬ僕達を

繋ぎ止めてきたのは一体何なのか

 
僕は不安に駆られ

君の望まない抱擁と接吻をする

そしてまた二人の距離が広がる

 
結婚　あの日を機に　磁石は反転した

近付こうとすればするほど遠ざかる

止む無く僕達は付かず離れずの関係を保つ

 
君が虚を突いて立ち上がった

夕陽を遮るように起立した君の姿に

僕はしばし見惚れる

そして自分が君の近くに居すぎることを思い知らされる

 
節度ある距離感

 
君は無言のまま　横顔でそれを伝えている

僕は君が気付かぬよう　静かに車に戻った

フロントガラス越しに君の姿が小さく、小さく見える



安堵している自分に気付き　僕は羞恥を覚える

 
ダッシュボードの中から僕は紙片を取り出し

君に渡そうと車を降りた

越えてはならぬ距離を越えるのはこれが最後だ

僕は一歩ずつゆっくり、ゆっくりとその距離を縮めた



触れた人情の数だけ　己の不甲斐なさを思い知る
 
息苦しい　この世間の荒波の中

うまく泳げず　半ば溺れながら

自分がどうにかなっちまいそうで

すべてを放り出した

 
気が付けば　あの日と同じ

あの日見たまばゆい海が眼前に広がる

 
自分を正当化しようと

あらゆる言い訳を並べてみる

あっぱれ　見事なまでの正論だ

俺は完璧じゃあないか

悪いのは俺じゃない　奴らのほうだ

 
自分に少しだけ自信を取り戻し

もう一度だけ　世間という奴に身を曝してみる

するとどうだ　海は少し波色を変えていた

 
触れた人情の数だけ　己の不甲斐なさを思い知る

悔しくて　切なくて　悲しくて　情けなくて

思わず　泣き出しそうになる

そんなどうしようもない夜

 
おそらくこんな夜を　また幾度となく

繰り返すのだろうなあ

俺はいつになっても

でき損ないのボンクラだ

それが俺だ

 
すべての反骨心は

自らの至らなさを



認めない意地から産まれる

明日からの俺は

ただの抜け殻になっているかもしれない

 
それもよいのではなかろうか



奥付
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